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（解）上底の中心を 0A ，下底の中心を nA ，母線を nBB0 とする。円錐台を上底に平行な  1n 個の平面でn

等分したときの  1n 個の切り口の円の中心を上から順に 121 ,,, nAAA  とする。また，円錐台の中心線 0AAn

と母線 0BBn との交点をOとする。また，線分 nAA0 と nBB0 を含む平面で円錐台を切るとき，上底に平行な

 1n 個の平面と母線との交点を上から順に 121 ,,, nBBB  とする。 

仮定より， hAAkrBArBA nnn  000 ,, となる。 

今，  nirkBAhAAhOA iiiiii ,,2,1,, 100   　　 とおく。 

ただし， kkn  。 

nnBOABOA  00 であるから 

   krhhrh :: 00  ，  hhrkrh  00 より 
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1100 BOABOA  であるから 

   rkhhrh 1100 ::  ，  1010 hhrrkh  より 
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同様に， 2200 BOABOA  であるから 

   rkhhhrh 22100 ::  ，  21020 hhhrrkh  より 

  h
k

kk
h

k

k
h

k

k
hhkh

11

1

1

1
1 1212

1022 










  

同様に， iiBOABOA  00 であるから 
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与えられた円錐台の体積をV ， n 等分した円錐台の体積を上から順に nVVV ,,, 21  とおくと， 

 niV
n

Vi ,,2,1
1

 　　 である。 

【円錐台の n 等分】 

上底の半径 r ，下底の半径  1kkr　 ，高さが h の円錐台を体積が等しくなるように，上底に平行な  1n 個

の平面で n 等分したとき， n 個の円錐台の高さをそれぞれ求めよ。 
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また，      hrkkhkrkrrrV 2222 1
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 である。 
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これを①に代入すると 
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よって， n 等分した円錐台の高さを上から順に， nhhh ,,, 21  とすると 
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（補足）この結果より，上底，下底の半径そのものの長さは高さに無関係で，上底と下底の半径の比（ k ）

が高さに関係することが分かる。 
 
【例】上底の円周が二尺五寸，下底の円周が五尺，高さが三間の円錐台を，体積が等しくなるように三等分

したとき，それぞれの高さはいくつか。＜吉田光由著「塵劫記」巻末の遺題から＞ 
（解）まず，一間＝六尺，一尺＝十寸である。 

円周の長さは半径の長さに比例するので， 2k 。また， 3,3  hn の場合であるから 
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（2011/4/2 時岡） 


